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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第145期
第１四半期
連結累計期間

第146期
第１四半期
連結累計期間

第145期

会計期間
自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日

自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日

自  平成24年４月１日
至  平成25年３月31日

売上高 (百万円) 6,073 5,589 23,545

経常利益 (百万円) 502 486 1,945

四半期(当期)純利益 (百万円) 322 200 1,186

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 103 652 1,967

純資産額 (百万円) 24,163 26,154 25,749

総資産額 (百万円) 30,648 32,755 32,285

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 13.56 8.45 49.95

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) － － －

自己資本比率 (％) 77.37 77.91 77.91

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事

業の内容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもので

あります。

(1) 業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府による各種政策の効果により景気回復への期

待が高まっております。しかし、世界経済を巡る不確実性を背景とした景気の下振れリスク、また、雇用・

所得環境の先行きなど、依然として先行きは不透明な状況で推移してまいりました。

　このような事業環境のなかで、当社グループは新製品上市による競争力の強化、新規テーマの獲得とそ

の拡販に努めてまいりましたが、工業用製品事業において、植物性油脂の販売が減少したことなどによ

り、売上高、利益ともに減少いたしました。一方、家庭用製品事業においては、手指消毒剤をはじめとした

感染予防対策関連商品の販売が増加したことにより、売上高、利益ともに増加いたしました。

　この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は55億８千９百万円（前年同四半期比8.0％減）と減収

となりました。また、利益面でも営業利益３億７千３百万円（同21.9％減）、経常利益４億８千６百万円

（同3.2％減）、さらに不動産事業における訴訟関連損失の計上もあり、四半期純利益でも２億円（同

37.7％減）と減益となりました。

　

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

①  工業用製品事業

当セグメントにおきましては、植物性油脂の販売が減少したことなどにより、売上高、利益ともに減

少いたしました。この結果、売上高は40億６千万円（前年同四半期比9.6％減）、セグメント利益（営業

利益）は２億６千３百万円（同24.7％減）となりました。

②  家庭用製品事業

当セグメントにおきましては、手指消毒剤をはじめとした感染予防対策関連商品の販売が増加した

ことにより、売上高、利益ともに増加いたしました。この結果、売上高は13億１千９百万円（前年同四半

期比1.4％増）、セグメント利益（営業利益）は９千１百万円（同7.7％増）となりました。
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③  不動産事業

当セグメントにおきましては、マンション分譲事業からの撤退により売上高は減少いたしましたが、

それに伴う販売費が減少したため利益は改善いたしました。この結果、売上高は７千６百万円(前年同

四半期比32.3％減)、セグメント利益（営業利益）は２千７百万円（同9.1％増）となりました。

④  その他の事業

当セグメントにおきましては、医薬品業界からの薬理・安全性試験の受託減により売上高が減少し、

損失が発生いたしました。この結果、売上高は１億３千２百万円（前年同四半期比21.1％減）、セグメ

ント損失（営業損失）は９百万円となりました。

　

(2) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

　

(3) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は１億１千５百万円であります。

　

EDINET提出書類

日本精化株式会社(E00852)

四半期報告書

 4/15



第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 38,413,600

計 38,413,600

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成25年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成25年８月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 25,372,44725,372,447
東京証券取引所 
(市場第一部)

権利内容になんら制限のない
当社における標準となる株式
であり、単元株式数は100株で
あります。

計 25,372,44725,372,447― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成25年６月30日 ― 25,372 ― 5,933,221 ― 6,803,362

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成25年３月31日)に基づく株主名簿による記載

をしております。

① 【発行済株式】

平成25年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式  1,622,400

―
権利内容になんら制限のない当社に
おける標準となる株式

完全議決権株式(その他) 普通株式 23,724,800 237,248 同上

単元未満株式 普通株式     25,247― 同上

発行済株式総数 25,372,447― ―

総株主の議決権 ― 237,248 ―

(注)　「完全議決権株式（その他）」の株式数の欄及び議決権の数の欄には、証券保管振替機構名義の株式が1,000株、

議決権10個が含まれております。また、単元未満株式には当社所有の自己株式86株が含まれております。

　
② 【自己株式等】

平成25年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
日本精化株式会社

大阪市中央区備後町
２丁目４番９号

1,622,400― 1,622,4006.39

計 ― 1,622,400― 1,622,4006.39

(注)　当社所有の単元未満株式86株は含まれておりません。

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成25年４月１日

から平成25年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25年６月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,798,339 2,960,249

受取手形及び売掛金 ※1
 6,618,822

※1
 6,236,922

商品及び製品 2,098,387 2,375,930

販売用不動産 39,338 61,296

仕掛品 1,469,864 1,476,688

仕掛販売用不動産 81,430 64,793

原材料及び貯蔵品 2,210,126 2,597,550

繰延税金資産 211,972 140,922

その他 440,538 269,146

貸倒引当金 △9,472 △9,451

流動資産合計 15,959,346 16,174,049

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 3,952,721 3,939,622

機械装置及び運搬具（純額） 2,268,858 2,184,963

土地 3,906,943 3,906,943

建設仮勘定 968 968

その他（純額） 369,537 391,946

有形固定資産合計 10,499,029 10,424,443

無形固定資産 388,350 394,524

投資その他の資産

投資有価証券 4,932,517 5,358,823

その他 505,852 403,245

投資その他の資産合計 5,438,370 5,762,069

固定資産合計 16,325,749 16,581,038

資産合計 32,285,096 32,755,087
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※1
 3,378,239

※1
 3,525,543

未払金 450,513 593,215

未払法人税等 459,640 79,048

繰延税金負債 3,071 1,365

賞与引当金 384,196 298,316

役員賞与引当金 31,549 8,214

設備関係未払金 187,247 176,002

その他 382,823 510,814

流動負債合計 5,277,282 5,192,521

固定負債

繰延税金負債 547,481 706,388

退職給付引当金 518,634 515,367

長期未払金 45,173 39,307

長期預り保証金 94,489 93,960

資産除去債務 26,230 26,230

その他 26,078 26,761

固定負債合計 1,258,087 1,408,014

負債合計 6,535,369 6,600,536

純資産の部

株主資本

資本金 5,933,221 5,933,221

資本剰余金 6,803,362 6,803,362

利益剰余金 12,376,807 12,340,011

自己株式 △1,022,109 △1,022,166

株主資本合計 24,091,282 24,054,429

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 935,522 1,203,852

繰延ヘッジ損益 4,962 2,499

為替換算調整勘定 120,926 258,678

その他の包括利益累計額合計 1,061,412 1,465,030

少数株主持分 597,032 635,091

純資産合計 25,749,726 26,154,551

負債純資産合計 32,285,096 32,755,087
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(2)【四半期連結損益及び包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

売上高 6,073,873 5,589,718

売上原価 4,635,778 4,266,900

売上総利益 1,438,095 1,322,818

販売費及び一般管理費 960,082 949,715

営業利益 478,013 373,102

営業外収益

受取利息 2,559 3,080

受取配当金 55,667 61,361

為替差益 － 39,498

雑収入 10,987 11,090

営業外収益合計 69,214 115,030

営業外費用

支払利息 926 911

為替差損 42,861 －

雑損失 771 471

営業外費用合計 44,560 1,382

経常利益 502,666 486,750

特別利益

固定資産売却益 92 199

特別利益合計 92 199

特別損失

固定資産売却損 1 －

固定資産除却損 1,221 58

訴訟関連損失 － ※1
 95,258

特別損失合計 1,222 95,316

税金等調整前四半期純利益 501,536 391,634

法人税、住民税及び事業税 221,837 97,270

法人税等調整額 △57,034 81,671

法人税等合計 164,803 178,941

少数株主損益調整前四半期純利益 336,733 212,692

少数株主利益 14,670 11,988

四半期純利益 322,063 200,703

少数株主利益 14,670 11,988

少数株主損益調整前四半期純利益 336,733 212,692

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △133,669 268,329

繰延ヘッジ損益 △10,606 △2,723

為替換算調整勘定 △88,859 174,568

その他の包括利益合計 △233,134 440,174

四半期包括利益 103,598 652,867

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 108,349 604,321

少数株主に係る四半期包括利益 △4,750 48,545
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

※１  四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、満期日に決済が行われたものとして処理し

ております。

なお、当第１四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満

期手形を満期日に決済が行われたものとして処理しております。

　

　
前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

受取手形 159,871千円 162,600千円

支払手形 11,989 〃 11,696 〃

　

(四半期連結損益及び包括利益計算書関係)

※１　訴訟関連損失

連結子会社である日精興産株式会社における請負代金請求訴訟の判決確定に伴う損失であります。

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、

第１四半期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれ

んの償却額は、次のとおりであります。

　

　
前第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日)

減価償却費 172,299千円 268,917千円

のれんの償却額 370 〃 －  〃

　

(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月26日
定時株主総会

普通株式 261,253 11.00平成24年３月31日 平成24年６月27日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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当第１四半期連結累計期間(自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月25日
定時株主総会

普通株式 237,499 10.00平成25年３月31日 平成25年６月26日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

　
Ⅰ  前第１四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

　
１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

　

報告セグメント

調整額

四半期連結
損益及び包括
利益計算書
計上額(注)

工業用製品
事業

家庭用製品
事業

不動産
事業

その他の
事業

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 4,490,4831,301,508113,368168,5136,073,873－ 6,073,873

セグメント間の内部
売上高又は振替高

38,65214,7087,614 － 60,975△60,975 －

計 4,529,1361,316,216120,983168,5136,134,849△60,9756,073,873

セグメント利益 349,49285,33524,80818,375478,013 － 478,013

(注)　セグメント利益は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と一致しております。

　

Ⅱ  当第１四半期連結累計期間(自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日)

　
１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

　

報告セグメント

調整額

四半期連結
損益及び包括
利益計算書
計上額(注)

工業用製品
事業

家庭用製品
事業

不動産
事業

その他の
事業

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 4,060,8431,319,21376,737132,9245,589,718－ 5,589,718

セグメント間の内部
売上高又は振替高

29,74717,3408,540 － 55,628△55,628 －

計 4,090,5911,336,55385,278132,9245,645,347△55,6285,589,718

セグメント利益
又は損失(△)

263,18991,88327,072△9,042373,102 － 373,102

(注)　セグメント利益は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と一致しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日)

    １株当たり四半期純利益金額 13円56銭 8円45銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益(千円) 322,063 200,703

    普通株主に帰属しない金額(千円) － －

    普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 322,063 200,703

    普通株式の期中平均株式数(株) 23,750,310 23,749,882

(注)  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成25年８月５日

日本精化株式会社

取締役会  御中

　

有限責任監査法人トーマツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    後    藤    紳 太 郎    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    和    田    稔    郎    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日本
精化株式会社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平
成25年４月１日から平成25年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25年６
月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益及び包括利益計算
書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、日本精化株式会社及び連結子会社の平成25年
６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示してい
ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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